
大阪市東淀川区東中島1-20-14 東口ステーションビル915号室

※各製品は、製品自身の機能として災害防止や事故防止等の制御機
　能を有するものではありません｡　
　これらの製品を使用した機器関係において、万一発生した災害や
　事故等による損害賠償等についての責任は負いかねますので、
　ご了承ください｡

設置場所・配管・配線について構造図

仕様

定格の圧力,温度を超過しないようにしてください。過度の加圧、温度衝
撃、急激な流体の導入の衝撃圧などにより本体（ボディ）が破損する場
合があります。
測定対象流体以外でのご使用はリーク、破損の原因にもなり、また保証
の対象外となります。実際のプロセスにおいては、様々な混入物なども
ある場合があり、最終的な耐蝕性、適合性はお客様の責任でお願い致し
ます。
本製品を保守、点検等でとりはずす際は、測定対象物の計器内残留に注
意してください。
本製品は製品自身の機能として、災害防止や事故防止などの制御機能を
有するものではありません。機械装置全体での安全対策をお客様側でご
配慮くださいますようお願い申し上げます。
爆発性ガス、腐食性ガスの雰囲気中では絶対にご使用にならないで下さい。
スイッチに過電流を流すとスイッチが動作しなくなります。また外部よ
り大きな磁界を受けると誤動作の原因となりますので,注意して下さい。
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流体
流量精度
使用最高圧力
使用流体温度
使用環境温度
接液部

センサー 測温抵抗体
保護管材質

液体（薬液、純水等）　※１
FS±５％
0.5MPa(G)
MAX50℃
0～50℃
PFA　※２

Ｐｔ１００Ω　規定電流２ｍＡ以下
ＳＵＳ３１６ ｏｒ ＰＦＡ

ただしセンサー部については薬液の浸透による腐食は、保証外
と致します。

設置場所について

配管・取付けについて

配線について

保守・点検について

本製品に過大な力が加わらないように、前後の配管軸を一致させてから取
付けてください。本体が破損して液漏れの原因となり、身体に障害を負う
可能性があります。

配管に設置されている本製品を取り外すときは、液体を止めた後、本製品
の前後のバルブを閉め、必ず本製品周辺の圧力を逃がしてから行ってくだ
さい。液体が吹き出して身体に障害を引き起こします。

必ず電源を切ってから配線を行ってください。感電、発火の恐れがありま
す。
温度センサーのケーブルは、必ず受信計器の正規の端子に接続して下さ
い。
温度センサーのケーブルを接続する際は極性を十分確認の上、行って下
さい。極性を間違えて接続すると、大きな誤差が生じ、正しい温度計測が
出来ません。

取りつけ・配管方法
取付方法

取扱上の注意

センサーのリード線を無理に屈曲させたり、引っ張った状態に配線しな
いようご注意下さい。（断線の原因になります。）
ＴＵＢＥ溶接部に過度な配管荷重等がかからないようご注意下さい。
（漏れが発生する可能性があります。）
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本製品は防爆仕様ではありません。引火性ガスの発生する場所など危険
な場所では使用しないでください。火災・爆発の恐れがあります。
屋内設置用に設計されていますので、屋外では使用しないでください。
漏電や思わぬ事故の原因となります。
腐食性雰囲気等での使用はしないでください。
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※1：ただし、全ての液体に限るものではありません。
※2：本製品の接液部材質に対し、浸透性のある流体については、
　　使用濃度、温度により本製品のライフ変動が、発生する場合があります。
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ＴＵＢＥの長さを必要に応じて調整し、継手の取付手順に従い接続して
下さい。（流れ方向に制約はありません。）
センサーケーブルは、受信計器のセンサー入力端子に接続して下さい。
取り付けの際は、製品の底部にＭ３のネジ溝が２箇所ありますので、底
面から固定して下さい。（取付穴寸法図、参照のこと。）
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MADE IN

THERMO CONNECTORTHERMO CONNECTORTHERMO CONNECTOR
CF-SCM Series
サーモコネクタ取扱説明書


